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時代への移行期に活動していたが︑これまで日本の研究者にその存在はほとんど知られていなかっ ︒明治初期に女性 法実務家が実際に活動していたということ自体が新しい知見 ある︒さらにもう一つ︑明治初期における法学・政治学の学習グループの活動の詳細を明らかにしたことも重要である︒これらの学習グループの中で最初期の代書代言事務所として知られている北洲舎は︑自由民権運動 おいて特 重要な役割を果たしたが フラハティによるその活 探求は示唆 富み︑とりわ ︑会長である島本仲道 ついて 検討は なものである︒　
本書が明治初・中期の法学雑誌について広範な調査を行ってい
る点もまた重要である︒著者 ︑当該期間 おける法学雑誌の貴重なリストを作成しただけでなく︑その内容 詳細な分析を い︑研究を進展させた︒これらの法学雑誌 本書出版の時点まで︑徹底した調査・研究の対象とはなっ い かったのである
（
1）︒フラハ
























たるなどしていた︒さ に著者が注意を促すよ に︑彼ら実務家は白洲で当事者を代理したり弁護したりす こ を許されていなかったにもかかわらず︑奉行所の建物に当 者 伴って出頭し待合室で待機をしていたのである しかしながら︑坂本
（二〇〇七）

















することができたので り︑近年の研究は 代人が大審院においてさえも当事者の訴訟代理 行ってい ことを明らかに る
（
4）
























































































/002 / ） ︒
　＊
 本稿は︑
Japan Review
  N
o. 27 （
2014 ）に掲載された英文テキストの日本語訳
である︒
